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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第56期
第１四半期
連結累計期間

第57期
第１四半期
連結累計期間

第56期

会計期間
自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成28年３月31日

売上高 (千円) 12,924,705 12,905,730 57,019,754

経常利益 (千円) 1,288,277 393,401 5,438,985

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 914,263 303,907 3,596,794

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 926,992 149,669 2,916,712

純資産額 (千円) 32,234,617 33,923,553 34,224,134

総資産額 (千円) 71,685,137 74,551,499 75,060,420

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 28.71 9.54 112.98

自己資本比率 (％) 44.9 45.4 45.6
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容について、重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動は、以下のとおりであります。

（その他の部門）

　当第１四半期連結会計期間より、日本ノッズル精機株式会社を連結範囲に含めております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）経営成績の分析

当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年６月30日）における我が国経済は、政府による経済政

策などを背景に緩やかな回復基調にあるものの、英国のＥＵ離脱決定による影響や中国経済を初めとした海外景気

の下振れ懸念などにより年初からの円高や株安が継続しており、依然として景気の先行きは不透明な状況で推移い

たしました。

このような企業環境下、積極的な事業展開を進めましたものの、当第１四半期連結累計期間の売上高は12,905百

万円（前年同四半期比0.1%減）となり、利益面におきましては、営業利益は516百万円（前年同四半期比60.9%

減）、経常利益は393百万円（前年同四半期比69.5%減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は303百万円（前年

同四半期比66.8%減）となりました。　

 当社および連結グループのセグメント別の業績は次のとおりであります。　

 

＜内燃機関部門＞

イ）舶用機関関連

主力の発電用補機関を中心に機関売上は増加したものの、メンテナンス関連の売上の減少や為替の影響等に

より、売上高は11,006百万円（前年同四半期比3.7%減）、セグメント利益は1,012百万円（前年同四半期比

48.1%減）となりました。

ロ）陸用機関関連

機関売上は増加したものの、メンテナンス関連の売上が減少したこと等により、売上高は1,077百万円（前

年同四半期比15.3%増）、セグメント利益は23百万円（前年同四半期比42.0%減）となりました。

 

従いまして、当部門の売上高は12,084百万円（前年同四半期比2.2%減）、セグメント利益は1,036百万円（前年

同四半期比48.0%減）となりました。

 

＜その他の部門＞

イ）産業機器関連

アルミホイール部門に関しましては、販売数の減少により売上高、セグメント利益とも減少となりました。

ロ）不動産賃貸関連

不動産賃貸関連に関しましては、売上高、セグメント利益とも微増となりました。

ハ）売電関連

売電関連に関しましては、売上高、セグメント利益とも微増となりました。

ニ）精密部品関連

　　　日本ノッズル精機株式会社を連結子会社とし、新たに精密部品関連が加わりました。

 

従いまして、当部門の売上高は821百万円（前年同四半期比46.2%増）、セグメント利益は109百万円（前年同四

半期比12.8%増）となりました。
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（2）財政状態の分析 　

 当第１四半期連結会計期間末における資産の部では、前連結会計年度末の売上債権の回収が進み、受取手形及

び売掛金が前連結会計年度末に比べ、3,333百万円減少となりました。一方で、たな卸資産が前連結会計年度末に比

べ、1,160百万円増加となりました。その結果、資産の部合計については、前連結会計年度末に比べ、508百万円減

少し、74,551百万円となりました。

負債の部では、支払手形及び買掛金と電子記録債務の合計が前連結会計年度末に比べ、461百万円増加となりま

した。一方で法人税等の納付により、未払法人税等が1,112百万円減少となりました。その結果、負債の部合計で

は、前連結会計年度末に比べ、208百万円減少し、40,627百万円となりました。

純資産の部では、配当金の支払等により、利益剰余金が190百万円減少となりました。その結果、純資産の部合

計では、前連結会計年度末に比べ、300百万円減少し、33,923百万円となりました。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

 当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、78百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000
 

 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月９日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 31,850,000 31,850,000
東京証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は
100株で
あります。

計 31,850,000 31,850,000 ― ―
 

（注）昭和41年５月２日会社設立資本金10億円のうち現物出資額548,900千円があります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年６月30日 ― 31,850,000 ― 2,434,300 ― 2,150,863
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成28年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 16,100
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 31,832,000
 

318,320 ―

単元未満株式 普通株式 1,900
 

― ―

発行済株式総数 31,850,000 ― ―

総株主の議決権 ― 318,320 ―
 

(注)　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000(議決権20個）含まれて

おります。

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
ダイハツディーゼル株式会社

大阪市北区大淀中一丁目
１番30号

16,100 ― 16,100 0.05

計 ― 16,100 ― 16,100 0.05
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

ダイハツディーゼル株式会社(E01477)

四半期報告書

 7/16



１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 21,412,619 23,518,800

  受取手形及び売掛金 16,967,457 13,634,077

  たな卸資産 12,148,224 13,308,624

  繰延税金資産 1,873,830 1,868,387

  その他 1,548,444 889,083

  貸倒引当金 △9,622 △11,336

  流動資産合計 53,940,954 53,207,636

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 6,690,468 6,940,524

   機械装置及び運搬具（純額） 3,648,204 4,391,829

   土地 4,403,746 4,725,848

   建設仮勘定 674,930 65,989

   その他（純額） 729,040 1,031,517

   有形固定資産合計 16,146,391 17,155,709

  無形固定資産 728,766 731,002

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,715,570 939,807

   長期貸付金 2,897 2,790

   繰延税金資産 2,048,581 2,027,545

   その他 510,811 500,461

   貸倒引当金 △33,553 △13,453

   投資その他の資産合計 4,244,308 3,457,150

  固定資産合計 21,119,466 21,343,862

 資産合計 75,060,420 74,551,499

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 7,941,725 7,797,084

  電子記録債務 4,284,447 4,890,619

  短期借入金 6,563,300 6,378,916

  リース債務 287,457 295,519

  未払法人税等 1,249,827 137,344

  賞与引当金 713,718 257,803

  役員賞与引当金 85,000 22,750

  未払費用 2,867,207 2,628,176

  その他 3,118,172 4,244,759

  流動負債合計 27,110,857 26,652,972
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

 固定負債   

  長期借入金 3,304,500 3,421,344

  リース債務 621,663 603,736

  役員退職慰労引当金 463,333 391,821

  退職給付に係る負債 6,718,563 6,921,150

  資産除去債務 137,046 158,124

  その他 2,480,322 2,478,796

  固定負債合計 13,725,428 13,974,973

 負債合計 40,836,286 40,627,945

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,434,300 2,434,300

  資本剰余金 2,170,871 2,170,871

  利益剰余金 30,275,608 30,085,335

  自己株式 △10,451 △10,451

  株主資本合計 34,870,329 34,680,055

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 205,642 157,691

  繰延ヘッジ損益 － 2,251

  為替換算調整勘定 39,189 △23,455

  退職給付に係る調整累計額 △910,449 △956,860

  その他の包括利益累計額合計 △665,618 △820,372

 非支配株主持分 19,423 63,870

 純資産合計 34,224,134 33,923,553

負債純資産合計 75,060,420 74,551,499
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 12,924,705 12,905,730

売上原価 8,911,712 9,775,658

売上総利益 4,012,992 3,130,072

販売費及び一般管理費   

 販売費 1,922,820 1,984,068

 一般管理費 769,175 629,857

 販売費及び一般管理費合計 2,691,995 2,613,925

営業利益 1,320,996 516,146

営業外収益   

 受取利息 6,405 2,472

 受取配当金 8,921 7,373

 業務受託料 3,880 25,819

 貸倒引当金戻入額 3,154 1,355

 雑収入 9,003 9,184

 営業外収益合計 31,364 46,204

営業外費用   

 支払利息 31,269 28,163

 為替差損 24,740 137,624

 雑損失 8,074 3,162

 営業外費用合計 64,083 168,949

経常利益 1,288,277 393,401

特別利益   

 固定資産売却益 5,230 21

 国庫補助金 － 69,129

 特別利益合計 5,230 69,150

特別損失   

 固定資産廃棄損 1,974 9,631

 その他 429 －

 特別損失合計 2,403 9,631

税金等調整前四半期純利益 1,291,104 452,919

法人税、住民税及び事業税 233,612 91,278

法人税等調整額 142,977 57,216

法人税等合計 376,589 148,495

四半期純利益 914,514 304,424

非支配株主に帰属する四半期純利益 251 516

親会社株主に帰属する四半期純利益 914,263 303,907
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 914,514 304,424

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 27,864 △47,950

 繰延ヘッジ損益 5,765 2,251

 為替換算調整勘定 60,379 △62,644

 退職給付に係る調整額 △81,531 △46,410

 その他の包括利益合計 12,478 △154,754

四半期包括利益 926,992 149,669

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 926,741 149,153

 非支配株主に係る四半期包括利益 251 516
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

 (連結の範囲の重要な変更)

当第１四半期連結会計期間より、重要性が増した日本ノッズル精機株式会社を連結の範囲に含めておりま

す。
 

 
(会計方針の変更等)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

（会計方針の変更）

一部の連結子会社において、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関

する実務上の取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成

28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しており

ます。　　　

 なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。
 

 
(追加情報)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を当

第１四半期連結会計期間から適用しております。
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１

四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 528,207千円 618,668千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 254,673 8 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金
 

 

当第１四半期連結累計期間(自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日)

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日
定時株主総会

普通株式 477,507 15 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高        

 外部顧客への
 売上高

11,428,124 934,650 12,362,775 561,930 12,924,705 ― 12,924,705

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 11,428,124 934,650 12,362,775 561,930 12,924,705 ― 12,924,705

セグメント利益 1,952,133 40,551 1,992,684 97,488 2,090,172 △769,175 1,320,996
 

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連

事業及び売電関連事業を含んでおります。

②セグメント利益の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位：千円)

 

報告セグメント
その他
(注)①

合計
調整額
(注)②

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)③

舶用機関
関連

陸用機関
関連

計

売上高        

 外部顧客への
 売上高

11,006,148 1,077,969 12,084,118 821,612 12,905,730 ― 12,905,730

 セグメント間の
 内部売上高又は
 振替高

― ― ― ― ― ― ―

計 11,006,148 1,077,969 12,084,118 821,612 12,905,730 ― 12,905,730

セグメント利益 1,012,518 23,513 1,036,032 109,971 1,146,004 △629,857 516,146
 

(注)①「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業機器関連事業、不動産賃貸関連

事業、売電関連事業及び精密部品関連事業を含んでおります。

②セグメント利益の調整額は全社費用であり、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

③セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額  28円71銭 9円54銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 914,263 303,907

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

914,263 303,907

普通株式の期中平均株式数(株) 31,834,132 31,833,830
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

 該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月９日

ダイハツディーゼル株式会社

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   廣   田   壽   俊   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   市   之   瀬   申   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイハツディー

ゼル株式会社の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成28年４月１

日から平成28年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成28年４月１日から平成28年６月30日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイハツディーゼル株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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